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Summary

　　Astudy　was　made　of　207　bridges　which　had　been　fabricated　for　patients　at　the

Prosthodontic　Clinic　of　Matsumoto　Dental　College　during　1988．

　　Some　of　results　were　as　follows；

1）47．3％of　the　patients　were　males　and　52．7％were　females．

2）92．8％of　the　patients　were　between　20　and　69　years　old．

3）65．2％of　the　bridges　were　fabricated　as　3一皿it　bridges．

4）77．8％were　fabricated　as　1・pontic　bridges、

5）There　were　fewer　bridge　retainers　for　the　lower　anterior　segment　than　for　other

本論文の要旨は第29回松本歯科大学学会（平成元年12月）において発表された．（1991年2月25日受理）
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　　segments．

　　6）52．3％of　bridge　retainers　were　fabricated　as　full　cast　crowns．

　　7）51．7％were　fabricated　for　non　vital　teeth．

　　8）Of　pontics，27．8％were　replaced　for　the　lower　molar　segment．

　　　　　　　　緒　　　　言

　私達の講座では，補綴学の発展，歯科材料や技

術の進歩，隣接歯学や社会情勢との関わりなどを

知る目的で，松本歯科大学病院補綴診療科におけ

る冠・架工義歯について一連の経年的調査1－8）を行

なってきた．

　そこで今回は，昭和63年1月から同年12月まで

の1ヶ年間について，架工義歯を中心に調査し，

同時に昭和62年の調査報告8）と比較，検討したの

で報告する．

　　　　　　　調査方法と項目

　松本歯科大学病院補綴診療科において，昭和63

年1月より同年12月に至る1ヶ年間に製作，装着

された架工義歯207装置について，病院歯科診療

録，補綴科院内カルテ，材料センター材料支給伝

票等を資料とし，マイクロコンピューター，

表1：架工義歯の年代別およびユニット数別装着数

ユニ　ツ ト数

調査年 3 4 5 6 7 8以上 計

年代

20歳未満 昭63 （

94．3）
（

10．5）

（

41．9）
（

14
U．8）

昭62 （
73．3）

（

10．5）

（

10、5）

（

94．3）

20歳代 昭63 （

29
P4．0） （

10．5）

（

10．5）

（

21．0）
（

33
P5．9）

昭62 （
26
P2．3） （

52．4）

（

31．4）
（

3L4）
（

37
P7．5）

30歳代 昭63 （

22
P0．6） （

41．9）
（

31．4）

（

10．5）

（

30
P4．5）

昭62 （

33
P5．6） （

73．3）

（

73．3）

（

10．5）

（

10．5）

（

10．5）

（

50
Q3、7）

40歳代 昭63 （

32
P5．4）

（

11
T．3） （

52．4）
（

10．5）

（

49
Q3．7）

昭62 （
31
P4．7） （

73．3）

（

10、5）

（

10．5）

（

10．5）

（

41
P9．4）

50歳代 昭63 （

23
P1．1）

（

15
V．2） （

94．3）
（

10．5）

（

10．5）

（

49
Q3．7）

昭62 （

38
P8．0） （

62．8）
（

73．3）

（

31．4）

（

10．5）

（

55
Q6．1）

60歳代 昭63 （

20
X．7） （

83．9）
（

31．4）

（

31
P5．0）

昭62 （

14

U．6） （

21．0）

（

21．0）

（

18
W．6）

70歳代 昭63 （

10．5）

（

10．5）

昭62 （

10．5）

（

10．5）

80歳以上 昭63

昭62

計

昭63 （

135
U5．2） （

40
P9．3） （

22
P0．6） （

62．9）

（

41．9）
（

207
P00．0）

昭62 （
150
V1．1） （

28
P3．3） （

20
X．5） （

83．8）

（

2LO）
（

3L4）
（

211
P00．0）

（）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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Macintosh　plus（Apple社製）を用いて，収集デー

タを分類集計後，以下の各項目について調査した．

A．架工義歯について

1．年齢階級別装着頻度

　患者の年齢を20歳未満，20歳代，30歳代，40歳

表2：架工義歯の性別装着数

　　　性

ｲ査年

別
男 女 計

昭63

ｺ62

　98
i47．3）

@99
i46．9）

109

i52，7）

P12

i53．1）

　207
i100．0）

@211
i100．0）
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　代，50歳代，60歳代，70歳代および80歳以上の8

　階級に分け，各階級での装着頻度を調査した．

　2．性別装着頻度

　3．ユニット数別装着頻度

　　ユニット数別に装着頻度を調べ，年齢階級との

　関連を調査した．

（　）％

昭63二昭和63年

昭62二昭和62年

4．架工歯数別装着頻度

　架工歯数別に分類して、装着頻度を調査すると

ともに，年齢階級との関係を調査した．

B．架工義歯支台装置について

1．部位別装着頻度

　上，下顎および前歯部，小臼歯部，大臼歯部の

各歯群に分け，それぞれの数と，年齢階級との関

係を調査した．

表3：架工義歯の架工歯数別および年代別装着数

架工歯数

調査年 1 2 3 4 5 計

年代

20歳未満 昭63 （

94．4）
（

52．4）
（

14
U．8）

昭62 （
73．3）

（

21．0）
（

94．3）

20歳代 昭63 （

30
P4．5） （

10．5）
（

21．0）
（

33
P5．9）

昭62 （

29
P3．7） （

83．8）
（

37
P7．5）

30歳代 昭63 （

23
P1．1） （

62．9）
（

10．5）
（

30
P4．5）

昭62 （
38
P8．1） （

10
S．7） （

10．5）
（

10．5）
（

50
Q3．7）

40歳代 昭63 （

39
P8．8） （

10
S．8）

（

49
Q3．7）

昭62 （

35
P6．6） （

62．8）
（

41
P9．4）

50歳代 昭63 （

33
P5．9） （

15
V．3）

（

10．5）
（

49
Q3．7）

昭62 （
42
P9、9） （

10
S．7） （

31．4）
（

55
Q6．1）

60歳代 昭63 （

26
P2．6） （

41．9）
（

10．5）
（

31
P5．0）

昭62 （
16
V．6） （

21．0）
（

18
W．6）

70歳代 昭63 （

10．5）
（

10．5）

昭62 （
10．5）

（

10．5）

80歳以上 昭63

昭62

計

昭63

ｺ62

（（

161
V7．8）

P68
V9．6）

（（

40
P9．3）

R8
P8．0）

2LO）

S1．9）

41．9）

P0．5）

207
P00．0）

Q11
P00．0）

（）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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　　　　　　表4：架工義歯支台装置の年代別および部位別装着数

部位

調査年 旦 逃 旦 齋 縮 百 鵠
年代

20歳未満

@　20歳代

@　30歳代

@　40歳代

@　50歳代

@　60歳代

@　70歳代

W0歳以上

昭63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

　　　16

i　3．3）

@　　8

i　1、6）

@　　15

i　3．1）

@　　13

i　2．7）

@　　18

i　3．8）

@　31
i　6．3）

@　　22

i　4．6）

@　27
i　5．5）

@　　18

i　3．8）

@　35
i　7．1）

@　　13

i　2．7）

@　　8

i　1、6）

@　　4

i　0．8）

@　　1

i　0．2）

20．4）

U1．2）

P3
Q．7）

P3
Q．7）

X1．9）

P5
R．1）

Q2
S．6）

P2
Q．5）

Q7
T．6）

Q5
T．1）

P8
R．8）

P1
Q．2）

P0．2）

20．4）

Q0．4）

P2
Q．5）

P1
Q．2）

P2
Q．5）

P5
R、1）

Q0
S．2）

P2
Q．5）

Q4
T．0）

P9
R．9）

P2
Q．5）

V1、4）

20
S．2）

P6
R．3）

S0
W．3）

R7
V、5）

R9
W．1）

U1
P2．5）

U4
P3．3）

T1
P0．4）

U9
P4．4）

V9
P6．1）

S3
X．0）

Q6
T．3）

S0．8）

Q0．4）

10．2）

P0．2）

Q0．4）

P0．2）

R0．6）

Q0．4）

P0．2）

R0．6）

S0．8）

P0
Q．0）

61．3）

R0．6）

P6
R．3）

Q4
S．9）

P3
Q．7）

Q9
T．9）

Q3
S．8）

P9
R．9）

Q1
S．4）

Q4
S．9）

X1。9）

V1．4）

51．0）

Q0．4）

P7
R．5）

Q3
S．7）

P3
Q．7）

Q6
T．3）

Q2
S．6）

Q1
S．3）

Q7
T．6）

Q2
S．5）

P2
Q．5）

VL4）

　　　12

i　2．5）

@　　6

i　1．2）

@　33
i　6．9）

@　49
i　10．0）

@　27
i　5．6）

@　58

i1L8）
@　47
i　9．8）

@　41
i　8．4）

@　51
i10．6）

@　50
i10．2）

@　31
i　6．5）

@　14
i　2．9）

32
U．7）

Q2
S．5）

V3
P5．2）

W6
P7．5）

U6
P3．8）

P19
Q4．3）

P11
Q3．1）

X2
P8．8）

P20
Q5．0）

P29
Q6．3）

V4
P5．4）

S0
W．2）

S0．8）

@2
O．4）

計

昭63

ｺ62

　　106

i22．1）

@　122
i　24．9）

91
P9．0）

W2
P6、7）

（（

82
P7．0）

U6
P3．5）

（（

279
T8．1）

Q70
T5．1）

（（

17
R．5）

P2
Q．4）

（（

88
P8．3）

P07
Q1．8）

（（

96
Q0．0）

P01
Q0．6）

　　201

i41．9）

@　220
i44．9）

（（

480
P00．0）

S90
P00．0）

（）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年

表5　架工義歯支台歯の生・失活歯別および年代別装着数

　　　　調査支台歯の状態

年代

N
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計

生活歯

ｸ活歯

昭63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

　　26
i　5．4）

@　　19

i　3．9）

@　　6

i　1．3）

@　　3

i　0．6）

　　49

i10．2）

@　61
i　12、5）

@　24
i　5．0）

@　25
i　5．1）

33
U．9）

T0
P0．2）

R3
U．9）

U9
P4．1）

50
P0．4）

S4
X．0）

U1
P2．7）

S8
X．8）

　　49

i10．2）

@　55
i11．2）

@　71
i14．8）

@　74
i15．1）

　　21

i　4．4）

@　　16

i　3．3）

@　53
i11．0）

@　24
i　5．0）

　　　4

i　0．8）

@　　1

i　0．2）

@　　1

i　0．2）

232
S8．3）

Q46
T0．2）

Q48
T1．7）

Q44
S9．8）

計
昭63

ｺ62

　　32

i　6．7）

@　22
i　4．5）

　　73

i15．2）

@　86
i17．6）

（（

66
P3．8）

P19
Q4．3）

（（

111
Q3．1）

X2
P8．8）

　　120

i25．0）

@　129
i26、3）

　　74

i15．4）

@　40
i　8．2）

　　　4

i　0．8）

@　　2

i　0．4）

（（

480
P00．0）

S90
P00．0）

（）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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2．支台歯の生・失活歯別装着頻度

　生・失活歯別に分類して，装着頻度を調査する

とともに，年齢階級別および部位別との関係を調

査した．

3．種類別装着頻度

　全部鋳造冠，一部被覆冠，前装冠（既製陶歯前

装冠，陶材溶着鋳造冠，レジン前装冠の3種），ジャ

ケット冠（陶材およびレンジャケット冠の2種）

およびアタッチドタイプポストクラウン（以下継

続歯と略す）に分類して，それらの装着頻度を調

査するとともに，年齢階級別，部位別および性別

装着頻度との関係を調べた．

C．支台築造体について

　キャストコアー，レジンコアー，アマルガムコ

アー，セメントコアーに分類して，その築造頻度

を調べると同時に，築造部位および支台装着の種

類別装着頻度との関係を調査した．

D．架工歯の部位別装着頻度

　前記B項の1に準じて装着部位を分類し，その

装着頻度を調査するとともに年齢階級別頻度との

関係を調べた．

調査成績

A．架工義歯について

1．年齢階級別装着頻度（表1）

　最も装着頻度の高かったのは40歳代と50歳代

（ともに49装置，23．7％）で，以下，20歳代，60

歳代，30歳代と続き，20歳代から60歳代までで全

体の92．8％を占めた．

47

2．性別装着頻度（表2）

　男に対する装着頻度は98装置（47．3％）で，女

のそれは109装置（52．7％）であった．

3．ユニット数別装着頻度（表1）

　最も装着頻度の高かったのは3ユニットのもの

で135装置（65．2％）を数え，次いで4ユニットの

40装置（19．3％）で，5ユニヅト以上のものを合

計すると32装置（15．4％）であった．また，装着

年代との関係をみると，70歳代を除いて，各年代

とも3ユニットのものが最も高かった．

4．架工歯数別装着頻度（表3）

　最も装着頻度の高かったのが，架工歯数1個の

もので161装置（77．8％），次いで2個のものが40

装置（19．3％），3個以上のものは全部で6装置

（2．9％）であった．また，装着年齢階級との関係

をみても，架工歯数1個のものがいずれも最も高

かった．

B．架工義歯支台装置について

1．部位別装着頻度（表4）

　上下顎別の装着頻度は，上顎279個（58．1％），

下顎201個（41．9％）と上顎のほうが16％強も多

かった．

　歯群別にみると，上顎前歯部が106個（22．1％）

で最も多く，次いで下顎大臼歯部96個（20．0％），

上顎小臼歯部91個（19．0％）と続き，最も少なかっ

たのは下顎前歯部の17個（3．5％）であった．

2．支台歯の生・失活歯別装着頻度（表5，6）

　生活歯支台のものは，232歯（48．3％）で，失活

歯は248歯（51．7％）であった．

表6　架工義歯支台歯の生・失活歯別および部位別装着数

部位
調査

鍵 幽 8－6 6－8 坐 弔 縮 8－6 6－8 再 譜支台歯の状態 年

生活歯

ｸ活歯

昭63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

48
P0．0）

T2
P0．6）

T8
P2．1）

V0
P4．3）

40
W．3）

S1
W．4）

T1
P0．6）

S1
W．4）

35
V．3）

Q9
T．9）

S7
X．8）

R7
V．6）

123
Q5．6）

P22
Q4．9）

P56
R2．5）

P48
R0．2）

61．3）

W1．6）

P1
Q．3）

S0．8）

49
P0．2）

U7
P3．7）

R9
W．1）

S0
W．2）

54
P1．3）

S9
P0、0）

S2
W．8）

T2
P0．6）

109
Q2．7）

P24
Q5．3）

X2
P9．2）

X6
P9．6）

232
S8．3）

Q46
T0．2）

Q48
T1．7）

Q44
S9．8）

計

昭63

ｺ62

（（

106
Q2．1）

P22
Q4．9）

（（

91
P9．0）

W2
P6．7）

（（

82
P7．1）

U6
P3、5）

（（

279
T8．1）

Q70
T5．1）

（（

17
R．5）

P2
C2．5）

（（

88
P8．3）

P07
Q1．8）

（（

96
Q0．0）

P01
Q0．6）

（（

201
S1．9）

Q20
S4．9）

（（

480
P00．0）

S90
P00．0）

（　）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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　年齢階級別にみると20歳代までは，生活歯の方

が失活歯よりも高く，40歳代以上では逆に失活歯

の方が生活歯を上回っていた．次に装着部位との

関係をみると，下顎小臼歯部および下顎大臼歯部

では，生活歯が失活歯よりも高く，それ以外の各

歯群では失活歯が生活歯を上回った．

3．支台装置の種類別装着頻度（表7，8，9）

　支台装置を種類別にみると，全部鋳造冠が251個

（52．3％）と最も高く，次いで前装冠の119個

（24．8％），一部被覆冠109個（22．7％）と続き，

継続歯はわずかに1個（0．2％）のみで，ジャケッ

ト冠はみられなかった．

　支台装置の種類を年齢階級別にみると，表7が

示すように20歳代以下では一部被覆冠が最も高

く，30歳代から60歳代までは全部鋳造冠が最も高

かった．

　性別にみると，表8が示すように男，女とも最

も高かったのが全部鋳造冠であった．次いで男で

表7：架工義歯支台装置の種類別および年代別装着数

≦箪さ代 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計

全部鋳造冠 昭63 8 20 32 65 79 47 251
（
1．7）

（ 4．2） （ 6．7） （

13．5） （ 16．5）
（ 9．8） （ 52．3）

昭62 3 35 63 53 77 28 1 260
（ 0．6） （ 7．1） （ 12．9） （ 10．8） （ 15．7） （ 5．7） （　0．2） （ 53．1）

前装冠 昭63 7 13 16 30 28 25 119
（ 1．5） （ 2．7） （ 3．3） （ 6．3） （ 5．8） （ 5．2） （ 24．8）

昭62 1 11 34 26 45 5 122
（ 0．2） （ 2．2） （ 6．9） （ 5．3） （ 9．2） （ 1．0） （ 24．9）

既製陶歯前装冠 昭63

昭62

レジン前装冠 昭63 3 14 10 20 15 62
（ 0．6） （ 2．9） （ 2．1） （

4．2） （ 3．1） （ 12．9）

昭62 6 9 11 22 2 50
（ 1．2） （ 1．8） （ 2．2） （ 4．5） （ 0．4） （ 10．2）

陶材溶着鋳造冠 昭63 4 13 2 20 8 10 57
（
0．8） （ 2．7） （ 0．4） （ 4．2） （ 1．7） （ 2．1） （ 11．9）

昭62 1 5 25 15 23 3 72
（ 0．2） （ 1．0） （ 5．1） （ 3．1） （ 4．7） （ 0．6） （ 14．7）

シャケット冠 昭63

昭62

レジン 昭63
ジャケット冠

昭62

ポーセレン 昭63
ジャケット冠

昭62

継続歯 昭63 1 1
（ 0．2） （ 0．2）

昭62 1 1
（ 0．2） （ 0．2）

一部被覆冠 昭63 17 40 17 16 13 2 4 109
（ 3．5） （ 8．3） （ 3．5） （ 3．3） （ 2．7） （ 0．4） （　0．8）

（ 22．7）

昭62 19 39 21 13 7 7 1 107
（ 3．9） （ 8．0） （ 4．3） （ 2．7） （ 1．4） （ 1．4） （　0，2） （ 21．8）

昭63 32 73 66 ll1 120 74 4 480

計
昭62

（ 6．7）

Q3

（ 15．2）

W5

（ 13．8）

P19

（ 23．1）

X2

（ 25．0）

P29

（ 15．4）

S0

（　0．8）

@　　1

（ 100。0）

S90
（ 4．7） （ 17．4） （ 24．3） （ 18．8） （ 26、3） （ 8．2） （　0．2） （ 100．0）

（）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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は一部被覆冠，女では前装冠であった．

　部位別にみると，表9が示すように上顎，下顎

ともに，最も高かったのが全部鋳造冠であった．

歯群別にみると，上顎前歯部および下顎前歯部に

おいてレジン前装冠の装着頻度が高く，それ以外

の歯群では，全部鋳造冠がそれぞれ最も高かった．

C．支台築造体について（表10，11）

　支台築造体の種類をみると，キャストコアーが

215個（86．4％）と大半を占めた．次いでセメソト

表8　架工義歯支台装置の種類別および性別装着数

性 別
調査年 男 女 計

種　類

全部鋳造冠 昭63 （

128
Q6．7）（

123
Q5．6）（

251
T2．3）

昭62 （
136

Q7．8）（

124

Q5．3）（

260
T3．1）

前装冠 昭63 （

41
W．5）（

78
P6．3）（

119
Q4．8）

昭62 （

37
V．6）（

85
P7．3）（

122
Q4．9）

既製陶歯前装冠 昭63

昭62

レジン前装冠 昭63 （

28
T．8）（

34
V．1）（

62
P2．9）

昭62 （
13

Q．7）（

37
V．6）（

50
P0．2）

陶材溶着鋳造冠 昭63 （

13
Q．7）（

44
X．2）（

57
P1．9）

昭62 （
24
S．9）（

48
X．8）（

72
P4．7）

ジャケット冠 昭63

昭62

レジン

@　ジャケット冠
昭63

昭62

ポーセレン
@　ジャケット冠

昭63

昭62

継続歯 昭63 （

10．2）
（

10．2）

昭62 （

10．2）（ 10．2）

一部被覆冠 昭63 （

52
P0．8）（

57
P1．9）（

109
Q2．7）

昭62 （

60
P2．2）（

47
X．6）（

107
Q1．8）

昭63 （

222
S6．3）（

258
T3．8）（

480
P00．0）

計

昭62 （
233
S7．6）（

257
T2．4）（

490
P00．0）

（）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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コァー22個（8．8％）．レジンコアー12個（4．8％）

と続き，アマルガムコアーはみられなかった．

　部位別にみると，表10が示すように上顎前歯部

が62個（24．9％）で最も多く，次いで上顎小臼歯

部51個（20．5％）で，最も少なかったのは下顎前

歯部の11個（4．4％）であった．

　支台装置の種類別との関係をみると，表11が示

すように全部鋳造冠に対する築造数が153個

（61．4％）と最も多く，最も少ないのが一部被覆

冠の2個（0．8％）であった．

D．架工歯について（表12）

　架工歯の装着頻度を年齢別にみると，50歳代が

67個（25．5％）で最も高く，次いで40歳代59個

（22．4％），20歳代41個（15．6％），30歳代39個

（14．8％）と続いていた．

　部位別にみると，下顎大臼歯部が73個（27．8％）

で最も高く，最も低いのは下顎前歯部で4個
（1。5％）であった．

考 察

　今回の報告は，昭和63年1月から同年12月まで

の1ヶ年間に松本歯科大学病院補綴診療科におい

て製作，装着された架工義歯207装置と480個の架

工義歯支台装置および263個の架工歯にっいて，前

述の各項目を調査し，昭和48年以来，経年的に行っ

ている調査1”－8）に本成績を加え，その推移を見ると

同時に，主として前年の成績である昭和62年のも

の8）と比較，検討したものである．

A．架工義歯について

　年齢階級別装着頻度をみると，60歳代は，昭和

48年以後，漸増傾向を示し，昭和62年と比べ，13

装置（6．4％）の増加を示した．一方，20歳代，30

歳代は，昭和58年以後，減少傾向を示し，昭和62

年と比べ，両者合わせて，24装置（10．8％）の減

少を示した．これは，人口の高齢化と，歯の寿命

が延びてきたことを反映したものと考えられる．

　性別装着頻度をみると，女に対する装着数が男

のそれよりも11装置（5．4％）上回った．これは，

昭和62年の報告8）と同様である．

　ユニット数別装着頻度では，3ユニットのもの

が65．2％と他の報告1～16｝同様，大多数を占めた．ま

た，架工歯数別装着頻度をみても，架工歯数1個

のものが77．8％と，大部分を占めている．これは

架工義歯が1歯欠損を中心とする少数歯欠損に対
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するものであることを示すものである．

B．架工義歯支台装置について

　架工義歯支台装置の部位別装着頻度をみると，

上顎前歯部が最も高かったが，これは小臼歯に比

べると歯群中の歯数が多いためと考えられ，1歯

当たりにすると小臼歯群が上下顎とも多い．昭和

62年度歯科疾患実態調査報告17）ocよると，歯の寿

命は，昭和50年以後全歯種で延び続けているが，

男女とも最も寿命の短いのは，上下顎第一大臼歯

であり，その支台歯として小臼歯が利用されるこ

とが最も大きな理由と考えられる．

　支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活歯支

台のものが51．7％で，昭和57年の報告以後，生活

歯と失活歯の頻度はほぼ同数である．昭和57年以

前は，生活歯が失活歯を上回っており，近年，失

活歯の利用頻度の増加がうかがえるト8）．これは，

歯内療法処置の発達などにより，歯の寿命が延び

てきていることが一因として考えられる．

表9：架工i義歯支台装置の種類別および部位別装着数

部位

調査年 3十3 54 145 8－616－8 8十8 3十3 54145 8－6！6－8 8十8
8十8

種類
8十8

全部鋳造冠 昭63 56 65 121 58 72 130 251
（ 11．1） （

13．5）
（

25．2） （ 12．1） （ 15．0） （ 27．1） （ 52．3）

昭62 1 52 54 107 72 81 153 260
（ 0．2） （ 10．6） （ 11．0） （ 21．8） （ 14．7） （ 16．5） （ 31．2） （ 53．1）

前装冠 昭63 78 14 4 96 14 6 3 23 119
（

16．3）
（ 2．9） （ 0．8） （ 20．0） （ 2．9） （ 1．3） （

0．6） （ 4．8） （ 24．8）

昭62 100 9 1 110 4 6 2 12 122
（ 20．4） （ 1．8） （ 0．2） （ 22．5） （ 0．8） （ 1．2） （ 0．4） （ 2．5） （ 24．9）

既製陶歯前装冠 昭63

昭62

レジン前装冠 昭63 40 5 45 13 3 1 17 62
（ 8．3） （ 1．0） （ 9．4） （ 2．7） （ 0．6） （

0．2） （ 3．5） （ 12．9）

昭62 4．5 1 46 2 2 4 50
（ 9．2） （ 0．2） （ 9．4） （ 0．4） （ 0．4） （ 0．8） （ 10．2）

陶材溶着鋳造冠 昭63 38 9 4 51 1 3 2 6 57
（ 7．9） （ 1．9） （ 0．8） （

10．6） （ 0．2） （ 0．6） （ 0．4） （

L3）
（ 11．9）

昭62 55 8 1 64 2 4 2 8 72
（ 11．2） （ 1．6） （ 0．2） （ 13．1） （ 0．4） （ 0．8） （ 0．4） （ 1．6） （ 14．7）

ジャケット冠 昭63

昭62

レジン 昭63
ジャケット冠

昭62

ポーセレン 昭63
ジャケット冠

昭62

継続歯 昭63 1 1 1
（
0．2）

（ 0．2） （ 0．2）

昭62 1 1 1
（ 0．2） （ 0．2） （ 0．2）

一部被覆冠 昭63 28 21 13 62 3 24 20 47 109
（ 5．8） （ 4．4） （ 2．7） （

12．9）
（ 0．6） （ 5．0）

（
4．2） （ 9．8） （ 22．5）

昭62 21 21 11 53 8 29 17 54 107
（ 4．3） （ 4．3） （ 2．2） （ 10．8） （ 1．6） （ 5．9） （ 3．5） （ 11．0） （ 21．8）

昭63 106 91 82 279 17 88 96 201 480

計
昭62

（

22．1）

P22

（ 19．0）

W2

（

17．1）

U6

（

58．1）

Q70

（ 3．5）

P2

（ 18．3）

P07

（ 20．0）

P01

（ 41．9）

Q20

（

100．0）

S90
（ 24．9） （ 16．7） （ 13．5） （ 55．1） （ 2．5） （ 21．8） （ 20．6） （ 44．9） （ 100．0）

（）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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　支台装置の種類別装着頻度についてみると，全

部鋳造冠が最も高い構成率を示しているのは，他

の報告1｝1°・12～14・16・18“’21）と同様であった．

51

　つぎに前装冠の構成率をみると，昭和60年以後，

レジン前装冠は増加傾向を示し，陶材溶着鋳造冠

は減少傾向を示している．前装冠全体を，歯群別

表10：架工義歯支台築造体の種類別および部位別築造数

部位

調査年 工 幽 8－6 6－8 旦 齋 縮 可 帯
種類

キャスト
@　　　　　コアー

Aーマルガム
@　　　　　コアー

激Wン
@　　　　　コアー

Zメント
@　　　　　コアー

昭63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

ｺ63

ｺ62

50
Q0．1）

U5
Q6．6）

T2．0）

P0．4）

V2．8）

S1．6）

42
P6．9）

R1
P2．7）

P0．4）

P0．4）

R1．2）

W3．2）

U2．5）

41
P6．5）

Q8
P1．5）

P0．4）

P0．4）

S1．6）

SL6）

S1．6）

133
T3．4）

P24
T0．8）

@2
O．8）

@7
Q．8）

@8
R．3）

P9
V．6）

P4
T．7）

　　10
i　4．0）

@　　4

i　1、6）

@　　1

i　0．4）

37
P4．9）

R5
P4．3）

P0．4）

P0．4）

P0．4）

P0．4）

R1．2）

35
P4．1）

S5
P8．4）

S1．6）

R1．2）

P0．4）

S1、6）

82
R2．9）

W4
R4、4）

P0．4）

T2．0）

S1．6）

R1．2）

V2．9）

215
W6．4）

Q08
W5．3）

@3
@1．2）

P2
S．8）

P2

@4．9）

Q2
W．8）

Q1
W．6）

計

昭63

ｺ62

62
Q4．9）

V0
Q8．7）

（（

51
Q0．5）

S1
P6．8）

（（

46
P8．5）

R7
P5．2）

159
U3．9）

P48
U0．7）

　　11
i　4．4）

@　　4

i　1．6）

（（

39
P5．7）

S0
P6．4）

（（

40
P6．1）

T2
Q1．3）

（（

90
R6．2）

X6
R9．3）

249
P00．0）

Q44
P00．0）

（　）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年

表11：架工義歯支台築造体の種類別および架工義歯支台装置の種類別築造数

支台歯

ﾌ種類

全部 ⊥目IJ

既 レ 陶

ζ
レジ

Wヤ
ポジ
P　ヤ

継 一部

　　　　　調査年

x台築造
ﾌの種類

鋳’巴ヒ旭冠

装冠 製前

ｩ装
賦･

　ト　エ
V目リ

淘賦

･
材鋳

n造
?･

㌘ト冠

ンケ
@　ζ　冠

セケ
戟@ツ

塔g
@冠

続歯 被覆冠

計

キャスト
昭63 （

133
T3．4）（

81
R2．5）

（

37
P4．9）（

44
P7．7）

（

10．4）（ 215
W6．4）

コアー
昭62 （

130
T3．3）（

76
R1．2） （

25
P0．3）（

51
Q0．9）

（

10．4）（ 10．4）（ 208
W5．3）

アマルガム
昭63

コアー
昭62 （

3L2）
（

31．2）

　　“
激Vン

昭63 （

72．8）（ 52．0）
（

3L2）（ 20．8）
（

12
S．8）

コアー 昭62 （

10
S．1）（

10．4）
（

10．4）
（

10．4）（ 12

S．9）

セメント
昭63 （

13
T．2）（

80．8）
（

40．4）（ 40．4）
（

10．4）（ 22
W．8）

コアー
昭62 （

13
T．3）（

62．5）

（

10．4）（ 52．1）
（

20．8）（ 21
W．6）

計

昭63

ｺ62

153
U1．4）（

P56
U3．9）（

94
R7．8）

W3
R4．0）

（（

44
P7．7）（

Q7
P1．1）（

50
Q0．1）

T6
Q3．0） （

　　　　（

P0．4）（

20．8）（

S1．6）（

249
P00．0）

Q44
P00．0）

（　）％
昭63　：昭和63年

昭62：昭和62年
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にみると，上顎前歯部が最も高かった．これは，

昭和61年より保険制度の改正で，レジン前装冠の

利用が前歯部において，一部認められたことによ

るものであろう．

C．支台築造体について

　支台築造体の種類別築造頻度をみると，キャス

トコアーが86。4％と大部分を占めており，他の報

告1－8）と同様の傾向であった．これは，キャストコ

アーは他の材料による築造体と比べて，適応症が

広いこと，あるいは，大学病院が教育病院として

の性格上，これが支台築造法の基本であることか

ら容易に理解できるところである．

　部位別築造数をみると，上顎前歯部が最も多く，

以下，上顎小臼歯部，上顎大臼歯部，下顎大臼歯

部，下顎小臼歯部，下顎前歯部の順となるが，表

4，6が示すように，支台装置の装着数が多く，

かつ失活歯が多くなっていることからうなずけ

る．

D．架工歯について

　架工歯の装着頻度を部位別にみると，下顎大臼

歯部が最も高く，最も低いのは下顎前歯部であっ

た．これは他の報告1～ll・13～16・18“’2°）でも同様であり，

昭和56年度歯科疾患実態調査報告に示されるよう

に，下顎大臼歯の喪失する割合が高く，下顎前歯

部の喪失する割合が低いことから理解できる．

表12：架工歯の年代別および部位別装着数

部位

調査年 旦 坐 坐 齋 縮 百 鵠
年代

20歳未満 昭63 （

93．4）
（

31．1）
（

10．4） 　　13

i　4．9）
（

20．8）

（

41．5）
（

62．3）
（

19
V．2）

昭62 （
31．2）

（

31、2）
（

10．4） 　　　7

i　2．7） （

20．8）

（

20．8）

（

61．5）
（

11

S．2）

20歳代 昭63 （

12
S．6） （

62．3）
（

72．7） 　　25

i　9．5）
（

31．1）
（

13
S．9） （

16
U．1） （

41
P5．6）

昭62 （
51、9）

（

41．5）
（

93．5） 　　18

i　6．9） （

72．7）

（

20
V．7） （

27
P0．4） （

45
P7．3）

30歳代 昭63 （

11
S．2） （

51．9）
（

83．0） 　　24

i　9．1）
（

5L9）
（

10
R．8） （

15
T．7） （

39
P4．8）

昭62 （
16
U、2） （

11
S．2） （

83．1） 　　35

i13．5）

　　　1

i　0．4） （

62．3）

（

23
W．9） （

30
P1．5） （

65
Q5．0）

40歳代 昭63 （

10
R．8） （

11

S．2） （

14
T．3）

　　35

i13．3）
（

51．9）
（

19
V．2） （

24
X．1） （

59
Q2、4）

昭62 （
11

S．2） （

93．5）
（

62．3） 　　26

i10．0） （

62．3）

（

15
T．8） （

21
W．1） （

47
P8．1）

50歳代 昭63 （

12
S．6） （

15
T．7） （

13
S．9）

　　40

i15．2）

　　　1

i　0．4）
（

72．7）
（

19
V．2） （

27
P0．3）

（

67
Q5．5）

昭62 （

22
W．5） （

11
S．2） （

12
S．6）

　　45

i　17．3）

　　　1

i　0．4） （

72．7）

（

18
U．9） （

26
P0．0） （

71

Q7．3）

60歳代 昭63 （

31．1）
（

11

S．2） （

62．3） 　　20

i　7．6）

　　　3

i　1．1）
（

62．3）
（

83．0）
（

17
U．5） （

37
P4．1）

昭62 （

20．8）

（

93．5）
（

20．8） 　　13

i　5．0） （

3L2）
（

41．5）

（

72．7）
（

20
V、7）

70歳代 昭63 （

10．4） 　　　1

i　0．4） （

10．4）

昭62 （

10．4）

（

10．4）

（

10．4）

80歳以上 昭63

昭62

計

昭63 （

58
Q2．1）

（

51
P9．4） （

49
P8．6）

　　158

i60．1）

　　　4

i　1．5）
（

28
P0．7）

（

73
Q7．8） （

105
R9．9） （

263
P00．0）

昭62 （

59
Q2．7） （

47
P8．1） （

38
P4．6）

　　144

i55．4）

　　　2

i　0．8）
（

32
P2．3） （

82
R1．5） （

116
S4．6） （

260
P00．0）

（　）％

昭63：昭和63年

昭62：昭和62年
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結 論

　松本歯科大学病院補綴診療科で昭和63年1月か

ら同年12月までの1ケ年間に製作，装着された架

工義歯について調査を行ない，あわせて昭和62年

の成績と比較して以下の結果を得た．

　1．架工義歯の装着数は207装置で，昭和62年度

とほぼ同数であった．

　2．年齢階級別装着頻度では，40歳代と50歳代

が最も高く，20歳代から60歳代までで92．8％を占

めた．

　3．性別装着頻度では，昭和62年度と同様に，

女が男より多かった．

　4．ユニット数別装着頻度では3ユニットのも

のが65．2％と大半を占めた．

　5．架工歯数別装着頻度では，架工歯数1個の

ものが77．6％を占め，最多架工歯数et　4個であっ

た．

　6、架工義歯支台装置について

　イ）歯群別装着頻度では，上顎前歯部が最も高

く，もっとも低かったのは下顎前歯部であった．

　ロ）生・失活歯別装着頻度では，昭和62年度と

同様に，生活歯と失活歯は，ほぼ同数であった．

　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造

冠が最も高く52．3％であった．また，昭和62年度

と比較してレジン前装冠の構成率が増加した．

　7．支台築造体についてはキャストコアーが

86．4％を占めた．

　8．架工歯の部位別装着頻度は，下顎大臼歯部

が最も高く，下顎前歯部が最も低かった．

　9．その他の項目については昭和62年の成績と

同様の傾向を示した．
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